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伊J

本章は四国横断自動車道建設に伴うカネガ谷遺跡の発掘調査報告書である。

所在地 鳴門市大麻町萩原字カネガ谷 4他

発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

調査期間 平成12年 5月 16日 ～平成13年 3月 31日

調査対象面積
メ
 10,000♂

試掘面積     330ギ
本調査面積   9,670ぜ

報告書作成期間 平成15年 4月 1日 ～平成17年 3月 31日

4 挿図番号、図版番号は通し番号とした。遺物番号は図幅ごとに通し番号とした。遺物番号は本文・

挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的 。歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

6 まとめ「カネガ谷遺跡の考察」は近藤 玲が執筆した。
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過調
■
Ｉ
Ｉ の経

(1)調査の経過

カネガ谷遺跡は阿讃山脈南麓、鳴門市大麻町萩原字カネガ谷 4他の標高79～ 119mの尾根上に所在す

る。この地域は宮谷古墳 (前方後円墳)の所在する徳島市国府町の気延山周辺と並び、周辺一帯には多

数の古墳群が密集する地域として周知され、以前から古墳群の存在が指摘されている地域である。事前

の分布調査の際には中世の山城が存在する可能性が高いと見込まれていた。四国横断自動車道建設に伴

い、分布調査で推定された遺跡の範囲の内10,000rを調査対象面積として試掘調査を実施した。調査に

際し、現況の地形測量を実施した。当初、中世山城と予想されていたため、空壕など山城を構成する遺

構およびその範囲の確認に努めた。トレンチの設定に際しては、曲輪と思われる地点と尾根筋の平坦面

に試掘 トレンチを設定し、掘削作業を行った。トレンチの設定については尾根筋に沿ってメイントレン

チを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘調査は平成12年 5月 16日 ～ 6月 30日

にかけて人力掘削によるトレンチを330♂実施した。その結果、当初、地形的に中世山城と推定されて

いたが、中世期の遺構 。遺物は検出されず、調査区全域において弥生時代後期の土器・石器の出土がみ

られ、弥生時代の高地性集落であることが確認された。また弥生時代の遺構・遺物の他に、調査地の南

側で古墳時代後期と思われる円墳を確認したため、9,670だ の範囲を対象に本調査へ移行した。本調査

については、当初、直営方式で実施したが、約10,000♂の調査面積の大部分が急斜面という地形的条件

による掘削作業の困難さ、麓への土砂の流出の危険など安全管理上の問題が生じてきた。これに対応し、

なおかつ、発掘調査工程の迅速化もかんがみて、平成12年 8月 より工事請負方式に変更した。本調査は

平成12年 7月 1日 ～13年 3月 31日 の期間実施された。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北

にA・ B・ C…、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこ

ととした。遺構記号・呑号は検出時に順次決定した。
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第 1図  グリッド配置図

(3)調査 日誌抄

20004F

5月 1日

5月 2日

5月 26日

6月 1日

6月 5日

6月 14日

6月 17日

調査準備。物品搬入。試掘調査開始。

調査地点平板地形測量 (S=1/200)開始。

平板地形測量終了。

試掘 トレンチ設定。 トレンチ掘削開始。

尾根頂部平坦面 トレンチ掘削。弥生土器片・

石庖丁等出土。

調査区南側尾根張 り出し部 トレンチ掘削。

l号墳腐植土除去および東側斜面 トレンチ掘削。
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6月 23日

6月 26日

7月 5日

7月 13日

8月 1日

8月 7日

8月 17日

8月 23日

8月 29日

9月 4日

9月 14日

9月 19日

9月 22日

10月 16日

10月 19日

11月 6日

11ナ]15日

11ゲ]27日

12月 8日

12月 18日

12ゲ322日

12月 27日

20014F

l月 7日

1月 16日

1月 17日

1月 18日

1月 30日

2月 3日

2月 8日

2月 12日

3月 2日

尾根頂部平坦面遺構検出作業。

尾根頂部平坦面遺構検出作業および東側斜面 トレンチ掘削。

1号墳掘 り下げ。石室の一部検出。

調査区北側人力掘削。 1号墳主体部および墳丘掘 り下げ。

工事請負方式に変更。調査区北側より人力掘削および遺構検出作業を展開。

尾根頂部平坦面において竪穴住居跡検出。計10軒確認。

竪穴住居跡掘 り下げ。調査区東・西側斜面人力掘削。

l号墳主体部全景写真撮影。

東・西斜面遺構検出作業。

西側斜面部において環壕状の遺構 (SD1001)検 出。

SD1001確認 トレンチ掘削。立ち上が りは確認できず、壕状にはならないため、段状遺構 1(SD

1001)と 呼称することとする。

段状遺構 1掘 り下げ。弥生土器多数出土。

調査区北西部段状遺構平坦面より小形傷製鏡出土。

調査区平坦面を囲むように、調査区西および南側において段状遺構を検出。南側では一部 3条の

段状遺構が巡る。東側斜面では検出されなかった。

段状遺構等掘 り下げ。

遺構掘削と併行 して、調査区南側斜面人力掘削を実施。

南側尾根張 り出し部で墳丘状の高まり確認。 2号墳 として主体部の検出作業を行うが、主体部を

確認することができなかった。

調査区南側斜面より袋状鉄斧出土。

段状遺構・竪穴住居等掘 り下げ。

2号墳断ち割 り。主体部は検出されなかった。

竪穴住居群完掘全景写真撮影。 1号墳床面遺物出土状況写真撮影。

l号墳 。2号墳遺物取 り上げ作業。

1号墳石室立面図実測。

空撮準備。遺構完掘状況全景。

調査地点空撮。

段状遺構出土遺物取 り上げ作業。

調査成果プレス発表。

カネガ谷遺跡 現地説明会。来場者430人。

l号墳断ち割 り。段状遺構セクシヨンベル ト

除去。

現場での発掘調査作業終了。

現場撤収。

―-476 -―



2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 16図 )

調査地点は鳴門市大麻町萩原の阿讃山脈南麓、標高79～■9mの尾根上に位置する。麓 (平地部)か

らの比高差は約69～ 109mを測る。現況は山林である。徳島県鳴門市の南西部、吉野川河口の北岸、鳴

門市大麻町の阿讃山脈南麓の低丘陵には多くの古墳が形成され、近隣には萩原墳墓群・天河別神社古墳

群・宝瞳寺古墳などの前期古墳が所在する。

(2)基本層序 (第 3図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。当初、中世山城と予想されていたため、空塚など山城を構

成する遺構およびその範囲の確認に努めた。トレンチの設定に際しては、曲輪と思われる地点と尾根筋

の平坦面に試掘 トレンチを設定した。試掘調査の結果、ほぼ調査区全域にわたり弥生土器片・石器の出

上がみられ、遺構も確認されたため全面本調査に移行した。

土層堆積状況は1.腐植± 2.風化砂礫土 (包含層・遺構面)3.地山 (岩盤)である。斜面部分

は急峻な地形のため非常に早い速度で風化砂礫土が堆積していた。基本層序は以下の通り調査区全域で

ほぼ姑応する。

l.黒褐色10YR3/3砂質土 (表土、腐葉土。)

2.黄橙色10YR7/4砂質土 (φ =3 cm前後の砂質泥岩の角礫を含む。やや粘性強い。岩盤風化土。地

山。遺物包含層。)

3.明黄褐色10YR6/6砂質土 (岩盤 。和泉層群の砂質泥岩風化土。φ=20cm前後の砂質泥岩の角礫を

含む。やや粘性強い。地山。無遺物層。)

(3)遺構 と遺物 (第 2図 )

阿讃山脈南麓の標高79～ 119mの尾根上に位置し、調査区からは、弥生時代後期初頭の高地性集落と

古墳時代中期と後期の円墳が各々 1基確認された。

本遺跡は標高110m前後の尾根上に形成された高地性集落である。段状遺構 3条・竪穴住居跡13軒 ・

焼土坑 1・ ピット40な どが検出された。出土した土器から弥生時代後期初頭に位置付けられる。その他

の遺構としては、性格不明遺構、土坑12基、柱穴36基が出土した。

古墳時代では2基の円墳が出土した。遺存状態は良好ではないが、尾根頂部先端に6世紀後半の横穴

式石室をもつ直径1lmの 円墳が構築されている。また一段低い尾根頂部に墳丘状の地形が残 り、裾部

より5世紀後半の須恵器甕・杯が出上している。

主な遺構 竪穴住居跡13・ 段状遺構 3・ 焼土坑 1・ 円墳 2 など。

主な遺物 金属器  小型傷製鏡・銅鏃・袋状鉄斧・鉄製刀子・鉄軽など。

弥生土器 壺・奏・高杯・休など (報告書掲載実測点数1,967点 )。

石 器  石鏃 (磨製23・ 打製141)・ 石庖丁24・ 柱状片刃石斧 4・ 太形蛤刃石斧 1
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石杵 2・ 敲石■2・ 石錘 2・ 台石34・ 緑色凝灰岩製管玉 1・ 土製投弾 5

石製投弾1,224な ど (報告書掲載実測点数527点 )。

遺物総点数 38,600点

(報告書掲載実測′点数3,811点 )

遺物点数は、38,600点、28ゼ コンテナで250箱の出土量であった。本遺跡における出土遺物の大半は

包含層および段状遺構から出上 したものである。急峻な傾斜地のためか、出土土器は、小片で摩滅が激

しく、調整の判別するものは少ないゆえ、器種等の認定に誤 りがあった場合は御容赦されたい。最終的

に報告書に掲載 したのは、報告書掲載実測点魏 ,811点 で、土器2,015点 ・石器527点であつた。また石

器・石製品のうちサヌカイトの総重量は、5,326.3gで 、内訳は製品3,447.6g、 剥片類が1,878gで あつた。

弥生時代

SD(段状遺構)(第 2図 )

竪穴住居群を囲むように地形に沿って、調査区西側および南側斜面において延長約170mが検出され

た。斜面を大規模に「L」 字状にカットしており、カット面の高さは約 5mで、幅約 5mのテラス状の

地形をとどめる。立ち上がりは確認できないが、環壕であった可能性も残る。一部 2重の箇所がある。

調査区東側は急峻な地形をそのまま利用しており、段状遺構は構築されていない。調査区から北約50m

には尾根を分断する塚状の地形が残っている。段状遺構もしくは環壕が北側壕状地形まで延びるとすれ

ば、これらに囲まれた集落の推定面積は約10,000ぜに及ぶ。段状遺構内堆積土は地山土に酷似した風化

砂礫土であり、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。基底面から多くの弥生土

器が出土した。

段状遺構は斜面を「L」 字状にカットすることで平坦な地形を造りだすものである。段状遺構という

呼称については、遺構の造成過程において与えられた名称であり、その形状や規模、および付帯施設等

について多くのバリエーシヨンを持つている。従って段状遺構という一遺構の中でも様々な機能的差異

を持つと考えられるのである。弥生時代の高地性集落で検出される段状遺構については、未だに機能的

に不明な点を残しており、近年においても様々な検討が成されている。

SD1001(段状遺構 1)(第 2。 4～ 6図 )

段状遺構はカネガ谷遺跡の性格を特徴付けるのに不可欠な遺構である。遺構は竪穴住居群を囲むよう

に地形に沿って、標高100.00m前 後の地点の調査区西側および南側斜面において延長約170mが検出さ

れた。斜面を大規模に「L」 字状にカットしており、カット面の高さは約 5mで、幅約 5mのテラス状

の地形をとどめる。立ち上がりは確認できないが、環塚であつた可能性も残る。段状遺構内堆積土は地

山土に酷似した風化砂礫土であり、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。基底

面から多くの弥生土器が出上した。また調査区北西部、AI-8グ リッド、段状遺構基底面から小形傍製鏡

が出上した。
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第 2図 地形平面・遺構配置図
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べ,レ ト2・ 3・ 9。 13・ 15

1.に ぶい黄橙色 10YR6/4 砂質シル ト (弥生土器片、炭化物を含む。小礫を少 し含む。)

2 にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質シル ト (弥生土器片、炭化物を含む。中韓を少 し含む。)

3.に ぶい黄掲色 10YR5/3 砂質シル ト (弥生土器片、炭化物を含む。小・ 中礫を少 し含む。ややしまりあり。)

4.にぶい黄色  2.5YR6/4 砂質シル ト

(弥生土器片、炭化物を含む。小中礫をやや多く含む。)

S.に ぷい黄橙色 10YR6/4 砂質シル ト (炭化物を含む。泥岩 を多く含む。)

L=97.40m

断面ポイント位置図
L=10400m

ベフレト1

べ)レ ト1

1.にぶい黄橙色 10YR〃3 砂質シル ト
2.に ぶい黄橙色 10YR〃3 砂質シル ト
3.にぶい黄橙色 10YR〃3 砂質シル ト

(炭化物を少し含む。大小の礫を多く合む。しまりあり。)

4.に ぶい黄橙色 10YR6/3 砂質ンル ト
(弥生土器片、炭化物小礫を合む。しまりあり。)

にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質シル ト
(弥生土器片、炭化物、1 0cm程 度の礫を多く含む。しまあり。)

にぶい黄橙色 10YR6/4
(泥岩による岩盤層。)

W//

L=10400m

E

L=9750m

ベル ト16

1.にぶい黄橙色 10YR7/4 シル ト

(小礫、弥生土器片を含む。)

2.にぶい黄橙色 10YR7/3 シル ト

(中礫を少 し含む。)

3.にぶい黄橙色 10YR7/3 シル ト

(大礫、弥生土器片を少し含む。)

4.灰黄褐色 10YR6/2 シル ト

(大礫、弥生土器片、炭化物を少し含む。)

5,にぶい黄色 2.5Y6/4 シル ト

(砂岩、岩盤層。)

6.にぶい黄色 2.5Y6/3 シル ト

(大礫を含む。)
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E

L=97.40m
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秒質シル ト (弥生土器片を合む。

2.にぶい責橙色 10YR7/4
砂質シル ト (弥生土器片を合む。

小・中礫を多く含む。)

小礫を少し含む。)

′ヾル ト3

´ヾ)レ ト 3
1.にぶい責橙色 10YR7/4

砂質シル ト (弥生土器片を含む。小 。中礫を少し含む。)

2m

第 8図 SD1003土層断面図

出土遺物 (第 9～42図 )

小形傍製鏡 (内行花文放射線状文鏡)(第 9。 10図 )

調査区北西部の段状遣構基底面より出土 した。鏡面からの鉦高6.6剛、鏡縁高 3 alm、 直径6.lcm、 重量

30.4g。 鏡縁の1/2を欠損するが、細い蒲鉾縁で、鏡縁に接 して連弧文が巡る。双線13本 および単線 1

本からなる平行直線文が鉦から鏡縁に向かって放射状に配され、間に14個の乳文が配置される。鉦座は

ない。鉦孔のわたし痕が明瞭に残る。鏡周辺から出上した土器の年代 (弥生時代後期初頭)と もあわせ

て初期の務製鏡とみられる。弥生時代後期以降に出現する面径10cm以下の小形傷製鏡は、これまで全

国で200面以上出上 しており、北部九州を中心に東は群馬県に及ぶ範囲に分布する。その多 くは中国製

の内行花文日光饒や重圏文日光鏡と呼ばれる鏡を原鏡として、主として北部九州で製作された務製鏡で

あり、一部朝鮮半島南部での製作も指摘されている。傷製鏡の製作開始期である弥生時代後期初頭では

朝鮮半島南部・対馬・北部九州にその分布がある。

L=10380m L=10380m
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C

o                                  5cm

第10図 SD1001平坦面出土 弥生小形妨製鏡 (内行花文放射線状文傷製鏡)・ 拓影

傍製鏡群の中で内行花文放射線状文鏡は、韓国慶尚北道永川郡漁隠洞遺跡・同大邸市坪里洞遺跡に出

土例がある朝鮮半島製作の韓鏡である (高倉 1990)。 いずれも面径14.9cmの 大形鏡で、平縁・内行花

文帯 (連弧文帯)・ 突線があり、内区へと続く。内区は放射状に描かれた平行直線で区画され、間を乳

または「井」字状文で埋める。この鏡の文様構成に類似する小形鏡がある。 1例は熊本県玉名郡菊水町

諏訪原遺跡出土鏡で、平縁で内区の乳文と平行直線を写した小片である。もう1例がカネガ谷鏡である。

カネガ谷鏡は内区を分ける突線こそ省略するが、内行花文帯・乳文・平行直線を写した韓鏡と系譜が

つながる小形務製鏡である。朝鮮半島南部で

'製
された可能性が高いが、内行花文帯をもつ小形放射線

状文傷製鏡としてはカネガ谷鏡が今回初めての出土であり、北部九州以東への傍製鏡の流入時期や経路

―- 490 -―



を考えるうえでも極めて重要な資料である。

出土状況からは意図的な廃棄であるかは断定できない。周辺の段状遺構平坦面からは弥生時代後期初

頭頃の土器片が出土しており、鏡の埋没時期についても当該期と推測される。弥生ケ製鏡の編年による

時間軸 (高倉 1993)と 本遺跡出土の土器型式を比較すれば、鏡の製作後、ほぼ時間差なく入手 し、短

期間のうちに廃葉されたものと想定される。

袋状鉄斧 (第 11図 )

1は調査区南部、H-8グ リッド、段状遺構 (SD1001)平坦面から出土した。

全長11.Ocm。 刃部幅5。 5cm。 現状で重量279.5gの 鍛造鉄斧である。袋部の断面形は隅丸長方形を呈す

る。折 り返 しが密閉しているため、鋳造鉄斧と見紛う精巧な作 りである。正面形は刃部左側が使用によ

り磨滅してお り、非対称となっている。時期的には、周辺で出土 した弥生土器から弥生時代後期初頭と

思われる。袋状鉄斧は、袋部と刃部が別作 りで袋部の接合痕が容易に認め難 く、ヤ (矢)あ るいはエバ

リ (柄張 り)と 呼ばれる内型を使用 して極めて丁寧に鍛打する技術で製作された形式のものである。こ

の形式のものは楽浪郡台城里10号墓 (BC2C中 )。 楽浪郡貞柏洞 6号墳 (BC2C末 ～BCIC)に 最古

例があり、楽浪地域を中心に朝鮮半島で10例 ほど散見する。日本では福岡県吉ケ浦遣跡 A(弥生中期

後半)・ 福岡県スグレ遺跡 (弥生中期前半)。 長崎県赤崎遺跡 A(弥生後期初頭)。 広島県高陽台遺跡 A

(弥生後期中葉)・ 広島県金平遺跡 A(弥生終末期)に類例があり、朝鮮半島からの舶載品とみられて

いる。カネガ谷例 も形態上から朝鮮半島製とみられ、金属学的分析 (第 2分冊 自然科学分析編参照)

からも朝鮮半島製と考えられるが、舶載品としては北部九州以外の地域で出土した最古例である。

出上金属器・玉類 (第 11図 )

段状遺構およびその周辺からは上記の遺物の他、希少な遺物も出上 している。2・ 3。 4は 1と 同様、

朝鮮半島からの舶載品とみられる鍛造袋状鉄斧である。技術的には 1と 同様、丁寧な鍛打により製作さ

れている。 3は袋部、 4は刃部である。 5は鉄剣である。一部木質が残存 している。 6は鉄製刀子の刃

部である。 7は鉄鉾である。小片のため全体の形状は判明しないが、縦断面形状から刃部と柄部は鍛接

されていると思われる。横断面形状は円形を呈する。 8は鉄基である。鍛造により製作されている。刃

部は片刃である。断面形は長方形で形態的には藝状を呈する。 9は鉄鎌であると思われるが詳細は不明

である。10は銅鏃である。鏃身部および茎部の一部が残存する。鏃身部外縁を欠損 しているため、遺存

状態が悪 く詳細な形態は不明である。茎部断面形はやや扁平な楕円形状を呈する。11は緑色凝灰岩製の

管玉である。この管玉は石川県小松地域が原産地であるとの分析結果がでている (第 2分冊 自然科学

分析編参照)。

出土土器 (第 12～32図 )

第12図 -1～ 第22図 56・ 第26図 -41～ 44。 第27図 1～ 9は重である。SD1001か ら出上 したものは307点

を数える。第23図 -1～ 第26図 -40。 第27図 -10～ 第28図 -59は甕である。出土点数は201点 を数える。第29

図-1～ 13は鉢とし、13点 を数える。第29図 -14～ 19・ 第30図 1～第32図 21は 高杯である。出土点数107

点である。いずれも時期的には弥生時代後期初頭頃に位置付けられる。厳密に正確な傾向を示すとは言

えないが、壼が出土点数の約50%を 占めている。出土土器の中には 1の ように、胎土に角閃石を含むも
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のが数点みられ、これらは瀬戸内地域からの搬入品と考えられる。

第32図 -22～ 25は土製投弾である。SD1001か ら出上 したものは4点を数える。武器と考えられ、弾弓

あるいは投石器 (帯)の玉と思われる。形態はラグビーボール状を呈 し、両端は尖る。断面形は円形で

ある。小さいが、硬 く焼き締まる。完形品は22の みであるが、法量は全長 :4.8cm、 断面最大径 :2.6cm、

重さ :30.lgを測 り、他の上製投弾もほぼこれに類するものと考えられる。なお25。 26の 表面に強い被

熱痕がみられ、輔羽口の破片あるいは、それの投弾への転用が考えられ、鍛冶生産の可能性を示唆する。

出土石器 (第33～42図 )

第33図 は石鏃である。磨製と打製のものが見られる。磨製石鏃は金属器模倣とみられ、粘板岩の剥片

を素材とする。形態的にはやや細身で弱い凹基で、断面形状は扁平な菱形あるいは六角形となっている。

打製石鏃はバリエーションがあるが、サヌカイ トを石材 とし、 4 cmを超える大形で細身、断面が菱形を

呈する厚手のものが目立つ。第34図 -1・ 2は石庖丁、 3・ 4はスクレイパー、 5。 6は楔形石器、 7は

石錐、8・ 9は UFである。10,■ は柱状片刃石斧である。第35図 1。 2は石核、3～ 8は剥片である。

第36図 -1～ 第39図 5は敲石である。第40図 -1。 2は磨石である。 1は扁平な砂岩円礫を用い、下縁 (作

業面)に稜が立っている。第40図 -3～ 第42図 2は台石である。第42図 -3は砥石である。礫石器は砂岩の

自然円礫が主体的であるが、斑レイ岩・泥岩も僅かながら使用される。

SD1002(段状遺構 2)(第 2・ 7図 )

調査区南部、段状遺構 1の下を東西に延びる。標高95.00m前後の地点の調査区南側斜面において廷

長約50mが検出された。段状遺構 lよ り規模は小さいが、斜面を「L」 字状にカットして造 りだしてい

る。カット面の高さは約1.5mで 、幅約1.5mの テラス状の地形をとどめる。立ち上が りは確認できな

いが、環壕であった可能性も残る。段状遺構内堆積土は地山土に酷似 した風化砂礫上であり、急唆な地

形のため非常に早い速度で堆積 したことが窺われる。基底面から多 くの弥生土器の他、銅鏃や袋状鉄斧

が出上 している。また遺構東側の基底面で明瞭な掘形をもたないが、焼土や被熱 し赤掲色に変色 した岩

盤礫など火の使用の痕跡と思われる直径 lm程度の拡が りがみられた。

出土遺物

第43図の 1～ 7が壺。 8～ 12が甕。13が高杯である。

SD1003(段状遺構 3)(第 2・ 8図 )

調査区南部、段状遺構 1の上を東西に延びる。標高105。 00m前後の地点の調査区南側斜面において

延長約30mが検出された。出上 した段状遺構の中で最も規模が小さい。斜面を「L」 字状にカットして

造 りだし、カット面の高さは約 lmで、幅約 lmの テラス状の地形をとどめる。立ち上が りは確認で

きないが、環塚であった可能性も残る。段状遺構内堆積土は地山上に酷似 した風化砂礫上であり、急峻

な地形のため非常に早い速度で堆積 したことが窺われる。

出土遺物

1は高杯の脚部である。
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第44図  SD1003出土土器

SB(竪穴住居跡)(第 2図 )

本遺跡で出土 した竪穴住居跡は、計13軒である。南西側斜面において石器製作跡を含む竪穴住居跡群

を検出し、段状遺構に囲まれている範囲では12軒が出土している。主柱は 6本が主体 となるが、全容が

分かるものは少ない。山頂部の平坦面には確認されていない。住居内の遺物の出土量が少なく、各住居

とも単一時期であることから、集落の存続期間が短期であったことが確認される。竪穴住居跡とした中

には平面プランが曖味なものもあり、必ずしも竪穴住居跡と断定 し難いものがあるのも否めない事実で

ある。最終的に住居施設として評価 し得るものは10軒程度であると考えられる。なお、SB1005は 遺構

検出段階で SBと して遺構番号を付 したが、その後の発掘調査作業の中で SBと して認定 し難いため、

SBか ら削除した。本来なら報告書作製の整理作業の中で遺構番号を見直すべきではあるが、整理作業

の混乱を避けるため欠香 として扱ったことをご容赦願いたい。

////
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SB1001(1号 竪穴住居跡)(第45図 )

調査区北部、X'Y-10・ ■グリッド、標高115,00m前 後の南向きの斜面上に位置する。南側部分は

一部消失 しており、半円形の平面プランを呈する。残存状態は比較的良好である。規模は現存長で直径

長軸5。 2m、 短軸4.6m、 最大深度は66cmを 測る。主柱穴は 6本 と思われる。中央部には炉跡 も検出され

た。周壁溝は検出されていない。

引計
生れ

C

C

D

D L=11130m

2.

3.

にぶい黄橙色 10YR7/4 砂質土
(し まり良。腐葉±。)

にぶい責橙色 10YR6/4 砂質土
(弥生土器および礫を含む。しまり良。)

明黄掲色   10YR6/6 砂質土
(し まり弱い。)

1.

EP‐l          EP-2
L言 110.2  1 2              1 2

NTヾ
翌TS    N昔

S

i にぶい女橙色 iOVR骸0 砂質土

(礫 を少二含 む。琢生土器片 炭化物を少二合む。)

2 にぷい資橙色 ,OYR6れ 砂質上

(礫 を少二合む。弥生土器片 炭化物 を少二含 む。)

EP-3

N:く

とフTS

i にふい黄橙色 10YRシ 3

ψ質土

2 にぷい黄橙色 10YR6/4
砂質主

EP-4         EP‐ 5          EP-6        EP-7
21 3           21                           21  L=11070m

NttS NttS NYS NttS

, にぶい黄橙色 lpYttγ9 砂質と   1 に本い黄橙と ,OYR5/3       1 にぶい資笹色 iOYR S狛

麓酪範麓:郎遍

第45図  SB1001平・断面図
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出土遺物

出土土器 (第46図 )

いずれも小片であるため、図化し得たものは少ない。詳細な形状は不明であるが、器種は甕・高杯が

出土している。時期的には後期初頭頃と思われる。
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6。 7はチャー トの剥片である。 8は石庖丁で石材は片岩、 9は砂岩
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SB1002(2号 竪穴住居跡)(第48図 )

調査区中央部、Y9。 10グ リッド、標高

111.00m前 後の南西向きの斜面上に位置

する。直径 4m前後の円形であったと思

われるが、西側部分は一部消失 しており、

半円形の平面プランをとどめる。規模は

現存長で長軸2.50m、 短軸2.20m、 最大深

度は10cmを 浪1る 。主柱穴は6本 と思われ

る。周壁溝は南側で不明瞭になっている。

炉跡は検出されていない。

出土遺物

弥生土器片等が出上 しているが、小片

のため実測可能なものはなかった。

/《 功

/

EP-2

-▲一L=11120m
2    1

EP-2
-―――      ―――一L=11090m

sw奥製片
NE

EP-1、 2
1.にぶい黄掲色 10YR5/3

粘性シル ト(礫 を少量合む。)

2.にぶい黄橙色 10YR6/4
砂質上 (礫 を少量含む。)

3.にぶい黄橙色 10YR6/3
砂質土 (礫 を少量含む。)

2m

>

十 X42a750

EP‐ 1

-―――      ――――L=11090m

sし
N

B

1.にぶい黄掲色 10YR5/3
2.にぶい責橙色 10YR7/3

(礫を含む。)

SB1003(3号 竪穴住居跡)(第49図 ) 第48図  SB1002平 。断面図

調査区北部、X・ Y-12・ 13グ リッド、標高110.00m前 後の南東向きの斜面上に位置し、半円形の平

面プランをとどめる。直径 5m前後の円形であったと思われるが、南側約2/3が消失しており、全体は

不明である。規模は現存長で長軸7.20m、 短軸5。 90m、 最大深度は 5 cmを 測る。床面検出の柱穴は不安

定であるが、主柱穴は8本になると思われる。炉跡および周壁溝は検出されていない。

(

にぶい責橙色 10YR6/4
(3 cm前後の礫を含む。)

EP-3
-―――と=11030m

SEツ
NW

十X42a745
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斗        EP‐ 3 ミ

第49図 SB1003平・断面図

1.にぶい黄掲色 10YR5/3 2,

L=11030m―――
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EP-1. 2. 3
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0

EP-2

SE↓ NVV

2.に ぶい責橙色

砂質±     10YR6/4 砂質土
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出土遺物

出土土器 (第50図 )

いずれも小片であるため、図化し得たものは少ない。詳細な形状は不明であるが、 1～ 4はいずれも

壺である。時期的には後期初頭頃と思われる。

Ⅵ /

M
第50図 SB1003 出土土器

20cm

出土石器 (第51図 )

1は楔形石器、 2は敲石である。

第51図  SB1003出 土石器

SB1004(4号 竪穴住居跡)(第 52図 )

調査区北部、V llグ リッド、標高■0.00m前 後の南西向きの斜面上に位置 し、半円形の平面プラン

をとどめる。直径 5m前後の円形であつたと思われるが、西側約2/3が消失 してお り、全体は不明であ

る。規模は現存長で長軸6.20m、 短軸3.00m、 最大深度は30cmを 測る。床面検出の柱穴は明瞭でなく、

主柱穴は不明である。炉跡および周壁溝は検出されていない。

出土遺物

出土土器 (第53図 )

いずれも小片であるため、図化 し得たものは少ない。詳細な形状は不明であるが、 1～ 3はいずれも

重である。時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第54図 )

有茎の打製石鏃が 1点出上 している。石材はサヌカイトで、大形でやや幅広、厚手の形状を呈する。

―- 529 -―
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0               10cm

第53図 SB1004出 土土器

◇
0

第54図 SB1004出 土石器

SB1006(6号 竪穴住居跡)(第 55図 )

調査区北部、A'・ Bユ
ー9,10グ リッド、標高114.00m前 後の南西向きの斜面上に位置 し、半円形の平面

プランを呈する。南側が約1/2消 失 している。規模 は現存長で長軸6.20m、 短軸3.00m、 最大深度は

30cmで、直径 6m前後の円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は4本確認されてお り、柱穴

間から推定すると主柱穴は 6本であると思われる。炉跡および周壁溝は検出されていない。
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第55図  SB1006平・断面図
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出土遺物

出土土器 (第 56図)

いず―れも小片で―あるため、図化し得たものは少ない。詳細な形状は不明であるが、1は台付壺の底部、

2・ 3は甕である。時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第57図 )

とは石鏃である。2はチャートの剥片、3は石錐で尖端部欠損する。石材はいずれもサヌカイトである.。

汗・f

ノ く 3

0 5Cm

―
L=114.20m

NE

1.にぶい黄橙色 10YR6/41砂質土 l■化物含む。)

2 にぶぃ黄橙色 10YR7/5 砂質土 (4ヽ さい角礫を含む心)

A

遠―」上L_114.30m

二:鷹凛言翼暑色群聯 懲垂圭i】室

'獣

ご礫セ含む0

第58図 SB1007平・断面図

骸胃購
I

2Q1

-

r へ        3
0

6

第56図  SB1006出 土土器

SB1007(7号竪穴住居跡)(第58図 )

第57図 SB1006出土石器

調査区北部、B'・ Ci-8。 9グ リッド、標高■5,00m前後の南西向きの斜面上に位置する。南側が約1/2

消失しており、半円形の平面プランを呈する。規模は1現存長
―
で長軸4.60m、 短軸1.68m、 最大深度は72

clllで 、直径 5印 前後の円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は2本確認されているがヽ主柱

EP‐ 1

い 114120m―一- 1 2
SW患

録甘ュ甘彗ユ

NE

l.糞機色.    IoY硝 /4

砂質上
2 にぶい黄橙色 16償7ん

砂策上 (小さい角礫を含む。)

と・ 114.80m A

垣 笹鎌顧脇鍵“斌
(じ―まり良ぃ。弥生土器片を合む。炭を含むと)
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穴は不明である。炉跡および周壁溝は検出されていない。図化し得ていないが、床面から炭化米が数点

検出された。炭化米の粒長特性から短粒系のジャポニカ種である。

出土遺物

出土土器 (第 59図 )

1～ 3は壺、 4～■は奏である。12・ 13は高杯である。時期的には後期初頭頃と思われる。

― u

2

1

2

0                                  20cm

第59図  SB1007出 土土器
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出土石器 (第60図 )

1は石庖丁で石材は片岩である。 2は敲石である。四角柱状の砂岩自然礫を用いている。

0                                  10cm

第60図  SB1007出 土石器
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SB1008(8号 竪穴住居跡)(第61図 )

調査区中央部、0～ Q-8・ 9グ リッド、標高103,00m前 後の南西向きの斜面上に位置する。コンタラ

インに沿うように検出され、段状を呈する。西側の大部分が消失 しているものと思われ、全体は不明で

ある。規模は現存長で長軸ll.25m、 短軸3.20m、 最大深度は1.24mで ある。平面的には複数の遺構が

切 り合っているように見えるが、切 り合いを確認することはできなかった。床面にはピットが数基出土

しているが、不整列であり、主柱穴は不明である。炉跡および周壁溝は検出されていない。遺構内埋土

および床面からはサヌカイトの剥片・砕片が多量に検出され、また石鏃などの製品も出上 していること

から、住居というよりも石器製作工房的な施設であつたと考えられる。

出土遺物

出土土器 (第62・ 63図 )

第62図 -1～ 第63図 -1～ 5は壷である。第63図 -6～ 34は奏である。第63図 -35～43は 高杯である。SD1001

と同様、壺が約500/0を 占める。時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第64～ 68図 )

剥片石器の石材はサヌカイト、礫石器は主に砂岩の自然礫を用いているが、斑レイ岩もみられる。第

64図 -1～ 6は石鏃である。ただし6に ついては石錐の刃部の可能性がある。第64図 7・ 8はスクレイ

パー、 9。 10は楔形石器である。11～15は剥片の縁辺に調整加工がみられるが、明確でないため RFと

した。16は砂岩の自然礫を用いた石錘である。表面に細い溝が彫 り込まれている。第65図 は石核である。

石材はサヌカイ トである。一部に自然面が残存 しているものも見られる。打面転移あるいは両極打法に

より、剥片剥離を繰 り返して不定形な残核形態となるが、形態的には楔状、または扁平な三角柱状を呈

するものが多い。第66図 -1～ 5・ 第67図 1は敲石である。第66図 -6は磨石、第67図 2～ 4・ 第68図 1・

2は台石である。第67図 -2・ 3、 第68図 -1,2の ように敲打痕が顕著にみられるものもある。
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1 明黄褐色 10YR6/6 砂質±    4
(し まり良。サヌカイト・礫を含む。)

2 にぶい黄橙色 10YR″4 砂質±  5
(弥生土器片を含む。)

Э 浅黄橙色 10YR8/4 砂質土

(し まり良。角礫を含む。)    6

E

B L=10270m

1 にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土

(し まり良。炭化物を含む。)

2 黄橙色    10YR6/4 砂質土

(サ ヌカイト。弥生土器片を含む。)

3 にぶい橙色  フ5YR〃3 砂質土

(し まり良。弥生土器片・サヌカイト・角礫を含む。)

D L=10300m

にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質±  7 浅黄橙色 7 5YR3/a 砂質土

(し まり良。炭化物を含む。)      (し まり良。弥生土器片・

黄橙色    10YR3/6 砂質土    サヌカイトを含む。)

(し まり良。サヌカイト片
弥生土器片を夕量に含む。)

にぷい橙色  7 5YR〃3 砂質土

(し まり良。弥生土器片・サヌカイト片・角礫を含む。)

F L=10270m
ユ

にぷい黄橙色 10YR6/4 砂質土

(し まり良。炭化物を含む。)

黄橙色    10YR3/6 砂質土

(し まり良。弥生土器片を含む。)

日田ЮOmtts

l にバい黄構色 10YR6/4 砂質土

(炭化物・弥生土器片を含む。)

ED-2

E、起 /W

l にぶい黄橙色 iOYR6/4 砂質土
(炭化物を含む。中礫を含む。)

EP-1

_L=10190m

EP-2

EP-8
L=10190m―――_  1

E― w

EP-3蜘蜘m卜
■S E、

w
にぶい黄橙色 10YRν4 砂質土

(炭化物・弥生土器片を含む。)

1 にぷい黄橙色 10YR6/4 砂質土

(炭化物・弥生土器片を合む。小礫

EP-5   
を少量含む。) EP-6

日口mπ
＼ジ  Eこ

w
W

1 にぶい黄橙色 iOYR6/4  1 にぶい黄種色 10VR6/4  1 黒褐色 7 5YR3/2
砂質土 (炭化物を含む。中   砂質土 (炭化物・弥生土器   砂質上 (し まり弱い。)

礫を含む。)          片を含む。)        2 にぷい責橙色 10YR6μ
砂賓土 (炭化物含む。)

EP-9

E.製
ォ

w

EP-10
-―――L=101 90m

Eく
兵 w

にぶい黄橙色 10YR6/4   1 にぶい黄掲色 10YR6/3   1 にぶい責種色 10YR6/3
砂質土 (炭化物を含む。中   砂質土 (炭化物を含む。中   砂質土 (や やしまり有り。

礫を含む。)         礫を少量合む。)       炭化物を含む。小礫を少量

含む。)

第61図  SB1008平・断面図

Eじ
w

1 に本い黄褐色 10YR4/3 砂質上

(炭化物を含む。)

EP-4

Nゝ
竜 生 ラ 'S L封

0釧 Om

l にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土

(炭化物・挑生土器片を含む。)

EP-7

Eu日 口 晰
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第65図  SB1008出 土石器 2
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口        3

第66図  SB1003出 土石器 3
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4第67図  SB1008出 土石器
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第68図  SB1008出 土石器 5
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SB1009(9号 竪穴住居跡)(第69図 )

調査区北部、S・ T-5・ 6グ リッド、標高97.00m前後の SD1001平坦面に位置する。円形の平面プラ

ンを呈する。規模は現存長で直径6.Om、 最大深度は40clnを 測る。柱穴 と思われるピットは 8基検出さ

れ、主柱穴は 8本であるが、深度は浅い。中央部には炭化物の拡がりも検出された。遺構内からは弥生

土器片・石器などの遺物が出上 しているが、完形品はなく、床面直上の遺物も少ない。断面形は窪むよ

うに緩やかに落ち込む。周壁溝は検出されていない。SB1009の立地は他の SBと 異にする。居住施設と

考えるには多少の違和感があり、一概にその様に考えにくい。発掘調査段階では SBと 解釈 したが、SD

1001平坦面の緩やかな谷状の落ち込みの可能性も考えられる。

出土遺物

出土土器 (第70図 )

1～ 32は壼である。33～ 55は甕である。56～ 59は高杯である。いずれも小片のため、詳細な形状は不

明であるが、時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第71～ 73図 )

剥片石器の石材はサヌカイ トまたは片岩を用い、礫石器は砂岩・斑レイ岩の自然礫を用いている。第

71図 1～ 6は石鏃である。 1は尖端部一部欠損するが、全長 5 cmを 超えるものと思われる。第71図 -7～

10は石庖丁で 7・ 8はサヌカイト、 9・ 10は片岩を石材とする。ただし9は縁辺部に刃部加工が見られ

ず、片岩の扁平自然礫であり、石器素材と考えられる。11。 12はスクレイパー、13・ 14は楔形石器、15。

16は剥片で縁辺部に微細な剥離が見られる。17は片岩の柱状片刃石斧である。第72図 1～ 6は敲石で石

第73図  SB1009出 土石器 3

□

I  I
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材は砂岩の円礫である。 6は敲打痕が顕著である。第73図 -1・ 2は砥石で石材は泥岩である。 3～ 5は

砂岩の台石である。

SB1010(10号竪穴住居跡)(第馳図)

調査区南部、」・K-10。 ■グリッド、標高102.00m前 後の南向きの斜面上に位置 し、ほぼ円形の平面

プランを呈する。規模は長軸4.40m、 短軸4.00m、 最大深度は40cmで ある。床面検出の柱穴は4本確認

されている。炉跡および周壁溝は検出されていない。

1. にぶい責色 2.5YR6/4 砂質土
(小 中礫 を含 む。弥生土器片 を含
む。)

にぶい黄色 2.5Y6/3 砂質土
(小中礫 を少量含む。弥生土器片、
サヌカイ ト片を含む。)

黄褐色   2.5YR5/4 砂質土
(中礫を少量合む。弥生土器片を含
む。)

Ｅ

ｏ
め

ｒ
ｏ

一
＝
コ

<

L=101 00m EP-l           EP-2 L=10100m

s_N    S_N

L=10150m丁

傷IED

D L=10150m

1.に ぶい責色
2.5YR6/3
砂質土

(弥 生土器片 を合
む。中礫 を少量含
む。)

と=101 00m EP-3

S(ッ
 N

1.にぶい責色
2.5YR6/3 砂質土

(中礫を少量含む。)

1.にぶい責色
2.5YR6/3
砂質土

(中 礫 を多 く
含む。)

EP-4 L=10100m

sΨ N

l.にぶい黄色
2.5YR6/3
砂質土

(弥生土器片
を含む。炭化
物を含む。中
礫 を多 く合
む。)

4m

1.にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (礫 を少量含む。)

2.にぶい黄色  2.5Y6/4 砂質土
(小中礫を少量含む。弥生土器片を含む。)

3.にぶい責色  2.5Y6/3 砂質土
(小 中礫を少量含む。弥生土器片を含む。)

4.に ぶい責色  2.5YR6/3 砂質土 (泥岩による岩盤層。)

第74図 SB1010平・断面図

出土遺物

出土土器 (第 75図 )

1～ 13は壼である。14～27は 奏である。28～ 37は 高杯である。いず

れも小片のため、詳細な形状は不明であるが、時期的には後期初頭頃

と思われる。

出土石器 (第76図 )

1は サヌカイ トの打製石器である。基部を欠損するが、全長 5 cmを

超えるものと思われる。断面形は凸レンズ状を呈する。
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第76図  SB1010出 土石器
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第75図  SB1010出 土土器

SB1011(11号竪穴住居跡)(第 77図 )

調査区南部、M10グ リッド、標高104.00m前後の南西向きの斜面上に位置する。西側が約1/2消失

しており、半円形の平面プランを呈する。規模は現存長で長軸6。 10m、 短軸2.50m、 最大深度は13calで、

直径 5m前後の円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は 1本確認されているが、主柱穴は不

明である。炉跡および周壁溝は検出されていない。
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1.にぶい黄橙色
2.にぶい黄橙色

B― L=10400m

砂質土 (小礫を少量含む。)

砂質土 (中礫を多く含む。)

出土遺物

出土土器 (第78図 )

1・ 2は董、 3・ 4は高杯である。いず

れも小片のため、詳細な形状は不明であ

るが、時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第79図 )

1は楔形石器、 2は敲石である。

第77図  SB1011平・断面図

_EP-1 ____L=10360m
W― IE

l.にぶい責橙色 10YR7/4 砂質土
(炭化物を含む。中礫を少量含む。)

第78図  SB1011出 土土器

D3

0                 10cm

第79図  SB1011出 土石器

5cm
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SB1042(1?号竪穴住居跡)(38ω斡

調査区西部、Q・ R,7・ 3.グリッド(標高102‐ 00重 前後の南西向きの斜面上に位置する。円形の平面

プランを呈し、規模は現存長で長軸5。 40m、 短軸4..10m●最大深度は3ocmである。床面検出の柱―床は5

本確認されており、柱穴間から推定すると主柱穴は4本であると思われる。炉跡および周壁溝は検出さ

れていない。遺構内からは1弥生土器片・石器などの1勘が出土じ
―
ているが、完形品はなく、床面直上|の

遺物も少ない。出土土器から時期的に弥生時代後期初頭質と考えられ―る。
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出土遺物

出土土器 (第81図 )

1～ 9は壼である。10～ 20は甕である。21～ 26は高杯である。いずれも小片のため、詳細な形状は不

明であるが、時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第82図 )

剥片石器の石材はサヌカイトまたは片岩を、礫石器は砂岩 。斑レイ岩の自然礫を用いる。 1・ 2は石

鏃である。 1は厚手で重量約 8gである。 3・ 5は剥片、 4は石核である。 3は左側縁に調整加工がみ

られるが、あまり明確ではないため、RFと した。 3・ 4は一部自然面が残存する。 6は石庖丁で片岩

を石材 とする。 7は磨石、 8は台石で敲打痕が顕著である。

が 3
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SB1013(13号竪穴住居跡)(第83図 )

調査区西部、T・ Uい8グ リツド、標高103,00m前 後の南西向きの斜面上に位置し、半円形の平面プラ

ンを呈する。西側が約1/2消失している.。 規模は現存長で長軸5,10m、 短軸2.40m、 最大深度は30cmで、

直径 6m前後の円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は7本確認されており、柱穴間から推

定すると主柱穴は6本であると思われる。明確な炉跡は無いが、周壁滞が検出された。

L=103.00m
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E'-6
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まりあり。)

―- 555 -―



冴    瞑干三

「

下戸

ノ ト 啜 3     
＼

5 涸 亜

ΨM  Ⅲ《 15

華艦――く9

｀ヽし_____」[と_rをこと

'42

酒 暫憎

/下 ｀ 16

20cm

第84図  SB1013出 土土器

出土遺物

出土土器 (第84図 )

いずれも小片であるため、図化 し得たものは少ない。詳細な形状は不明であるが、 1～ 7は壺、 8～

13は甕である。14～16は高杯である。時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第85。 86図 )

第85図 -1～ 3は石鏃である。 4は楔形石器、 5は石核、 6は RFである。石材はいずれもサヌカイト

である。 7・ 8は石庖丁で、 7は結晶片岩、 8はサヌカイ トを石材とする。第86図 -1～ 3は敲石、 4は

台石である。石材は砂岩である。 2は外周縁全周に帯状に敲打痕が巡る。
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第85図  SB1013出 土石器 1

出土鉄器 (第87図 )

1は鉄選である。鍛造により製作されている。刃

部は片刃である。断面形は長方形で形態的には藝状

を呈する。聾というよりも、金属板を断ち切る藝と

して使用されていたものと考えられる。また刃部と

する先端部の角度が鈍く、製品ではなく棒状の鉄素

材の可能性もある。

□ ―

□

□

0
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第87図  SB1013出 土鉄器
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SB1014(1.4号 堅穴住居跡)(388図)

調査区西部、V・ W・S・ 9グリッド、標高108.00m前後の南西向きの1斜面上に位置し、半円形の平面

プランを呈する。西側が約1/2消失している。規模は現存長で
―
長軸5.50m、 短軸2.20m、 最大深度は36clll

で、直径6m前後の1円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は3本確認されており、柱穴間か

ら推定すると主柱穴は6本であると思われる。炉跡および周
―
壁溝は検出されていない。遺構内からは弥

生土器片 ■石器などの遺物が出上しているが、完形品はみく、床面直上の遺物も少漆い。出土土器から

時期的に弥生時代後期初頭頃と考|え られる。

い

宅 ¬礁銭麓
百‐封防20m

l.に |ぶ い黄笹色 10YR6/4 ンル ト

EP‐2

磁
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(炭1勘を含む。)
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-――一      一一――L=107120m
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2.にがぃ黄横色 10YR6/4 砂質土
3.にぶい責橙色 10YR7/4 砂質土

(や やし事
"有

り。弥生土器片を含む。中藤
を含む。)

4m

第38図 SB1014平 `断面図
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出土遺物

出土土器 (第89図 )

いずれも小片であるため、図化し得たものは少ない。詳細な形状は不明であるが、 1～ 5は養、 6～

9は董の底部と思われる。時期的には後期初頭頃と思われる。

出土石器 (第 90。 91図 )

第90図 -1～ 2は石鏃である。3は石核、

刃部加工は弱い。 5・ 6・ 7は敲石、 8

である。

宝

:;;;i::i:::::i::::::||~~~~~~~―

―――――

itI(〔

iゝ 1

1～ 3の石材はサヌカイ トである。4は片岩の石庖丁である。

9は磨石、第91図 -1～ 3は台石である。いずれも石材は砂岩

ぅ弄
三モ≡≡三王三≡

耳===貢 =三

二≡
罠
く13

第89図  SB1014出 土土器
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第91図  SB1014出 土石器 2

包含層出土遺物

本遺跡における出土遺物は、包含層および段状遺構から出土 したものが大半を占める。急峻な傾斜地

のためか、出土土器は小片で摩滅が激しいが、実測可能なものはできる限り掲載した。調整の判別する

ものは少ないゆえ、器種等の認定に誤 りがあった場合は御容赦されたい。

出土土器 (第92～ 120図 )

第92図 1～第105図 -60・ 第112図 -10～ 12ま では重である。479点。第106図 -1～第112図 -1～ 9・ 13～

23と 第113図 -1～ 第115図 27ま では奏である。366点。第■6図 -1～ 22は 鉢である。22点。第116図 23～

第120図 -30ま では高杯である。190点。第120図 31～35は把手である。36は不明土製品で被熱 した粘土

塊である。片岩等の砂粒を多 く含む。37は土製投弾、381ま ミニチェア土器と思われる土製品、39は壷等

の浮文であると思われる。40は 土玉である。

出土石器 (第 121～ 158図 )

第121図 -1～ 15は金属器を模倣 したものと思われる磨製石鏃である。石材には塩基性片岩、粘板岩を

用いる。基部の形状が弱い凹基を呈する。器体は薄 く、表裏面は平坦に研磨される。両側縁は鋭利に研

磨され刃部を作出する。断面形は扁平な六角形あるいは扁平な菱形状を呈する。第122図 -1～ 第126図 ―

24は打製石鏃である。第126図 19はチャー トを用いており、調整加工・形態から縄文時代に属するもの

と思われる。それ以外は石材にサヌカイ トを用いる。打製石鏃の形態は一様ではなく、バリエーシヨン

がみられる。概 して、表裏とも丁寧に調整加工を施されている。特に有茎の石鏃の中には全長 4 cm・ 重

量 4gを超えるものがあり、細身で厚みは厚 く、断面形は菱形を呈 し、刺突機能を重視 したものと思わ

れるものがみられる。第127図 -1～第128図 -4は打製石庖丁である。石材はサヌカイ ト、片岩を用いる。
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第153図 包含層出土石器33
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第155図 包含層出土石器35
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第157図 石製投弾 1

※遺物番号はSD1001(段 状遺構 1)出土
石製投弾計測表に対応
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第158図 石製投弾 2
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石庖丁の中には第127図 -7の ように使用による刃部磨滅の顕著なものが見られる。第128図 -4は片岩の剥

片である。明瞭な調整加工は施されていないため、石庖丁製作のための素材剥片と思われる。第129図 ―

1～第130図 6はスクレイパーである。石材はサヌカイトである。第130図 -7～ 10は石錐である。第131図 ―

1～第132図 8は楔形石器である。第133図 1～ 4は剥片である。部分的に調整加工が認められる。第133

図-5～ 第135図 -5は RFである。第135図 6～ 12は UFである。第136・ 137図 は石核である。自然面一部

残存する。拳大～人頭大程度の礫を分割して、剥片を剥離したものと思われる。第138。 139図 は磨石で

ある。第138図 1は下端 (下面)に水銀朱が付着 しており、朱精製に関連するものと考えられる。第138

図 2～ 4は斑レイ岩の円礫を用いている。その他は砂岩の円礫を用いる。第140図 -1は太形蛤刃石斧の

基部である。第140図 -2～ 第153図 -9。 第154図 -2・ 3は敲石である。石材は主に砂岩を用いるが、客体

的に泥岩・泥質片岩・片岩・砂質片岩も見られる。形態的にも四角柱状・円礫 (卵状)。 扁平な円礫等、

バリエーシヨンがみられる。第154図 -1・ 4～ 6は砥石である。 1は泥質片岩、その他は砂岩を使用す

る。第154図 7～ 第156図 8は台石である。第156図 9は片岩の剥片である。石器素材と思われる。第157・

158図 は石製投弾である。段状遺構・包含層をはじめ、ほぼ調査区全域より出上 している。極端な出土

地点の偏 りはみられない。石材は麓の河川流域で入手 したと思われる砂岩礫を用いる。表面に敲打痕あ

るいは擦痕をもつ作業面と認められる部位は見られないことから、自然楕円礫を用いているものと考え

られる。石製投弾計測表に記載した数量で1,224点 という大量の出上がみられ、総重量は57,448.2g(約

57.5kg)、 平均で 1個あたり46。 9gを計る。また遺跡の立地や出土遺構などから、武器として使用され

たと考えられる。土製投弾と同様、弾弓あるいは投石器 (帯)の玉として使用されたと思われる。形態

的には、球状またはラグビーボール状を呈し、大きさは直径 4 cm前後、重さ50g前後とほぼ揃っている。

出土点数が多いため、平均的なものを20点抽出し掲載したことをご了承願いたい。なお、全点数につい

ては計測を実施し、データ化をしているので計測表 (第 1表 石製投弾計測表)を章末に記載してある

ので参照されたい。第159図 1・ 2は表土出上の銭貨である。 1は慶元通宝、 2は寛永通宝である。

第159図 出土銭貨

―- 630 -―



古墳時代

SM1001(1号墳)(第 160図 )

調査区南側に位置する横穴式石室をもつ円墳である。直径1lmで墳丘北側に幅約3mの周塚が巡る。

盗掘によると思われる攪乱が著しく、遺存状態は良くない。石室は基底部一段程度しか残存していない。

石室石材には40cm程度の結晶片岩板石を用いる。玄室と羨道部を区画する施設はみられないが礫床の分

布から右片袖の石室が構築されていたものと考えられる。主軸方向はN-82° 一Eで、東が開口する。奥

壁は残存していないが、礫床の範囲から石室の規模は内法で長軸2.90m、 短軸1.15m、 墳頂部から礫床

までの深さは現存で79cmである。羨道部は現存で2.40mで ある。石室床面は礫床が構築され、10cm前

後の砂岩の角礫が敷き詰められる。石室床面より須恵器有蓋高杯・提瓶・土師器短頸壷・圭頭形鉄鏃・

水晶製玉・ガラス小玉が出上したが、攪乱は床面にまで及んでいるため、原位置は遊離していると考え

られる。また床面東側では赤色顔料の広がりが確認された。墳頂部には何らかの祭祀行為をしたと思わ

れる浅い土坑が確認され、須恵器有蓋杯・横瓶が出土した。石室内および墳頂部より出土した須恵器は

TK43型式併行の時期とみられ、 1号墳の築造は6世紀後半頃のものと考えられる。

墳丘 (第 160図 )

墳形は円墳。直径1lm、 裾部からの墳丘高は約1.5mを 測る。地山を削りだして整形し、墳丘を造り

出している。墳丘表面には葺石等の外部施設は見られなかった。墳丘北側の平坦面を掘削し、周壕 (掘

割溝)を巡らす。墳丘南側は急斜度の若干の平坦面を削出して墳丘裾を構成する。

横穴式石室 (第 161図 )

攪乱は床面まで及んでおり、基底部一段程度しか残存していない。玄室と羨道部を区画する施設はみ

られないが、礫床の分布から右片袖の石室が構築されていたものと考えられる。主軸方向はN82° E

で、東が開口する。奥壁は残存していないが、礫床の範囲から玄室の規模は内法で長軸2.90m、 短軸

1.15m、 墳頂部から礫床までの深さは現存で79cmである。羨道部は現存で2.40mで ある。石室石材には

40cm程度の結晶片岩板石を用いる。

床面 (第 162図 )

玄室床面は礫床が構築され、10cm前後の砂岩の角礫が敷き詰められる。礫床は一枚である。床面は玄

室部分でほぼ水平であるが、羨道部で開口方向に向けて僅かに傾斜を持つ。

墓墳 (第 160。 162図 )

平面形は隅九長方形状を呈し、地山を約70° の角度で掘り込んで作出する。長軸6.75m、 短軸2.60m、

深さは現存で床面まで約1.2mで ある。
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